
458 エレクトロニクス実装学会誌　Vol. 19 No. 6 (2016)

論
文

1. はじめに

　工業製品の表面にできる「むら」は製品の価値を下げ，
また信頼性を低下させる恐れがあることから，これを検知
することは古くからの課題となっている。「むら」とは淡い
濃淡変化を意味するが，大きさや形状は線状，円形状など
さまざまである。
　むらの抽出手法については種々の研究がなされている。
以下，従来のむら抽出手法に関する研究例を示す。
　(1)人によるむらの感覚的評価
　人は TVや PCのディスプレイの輝度むらや色むらを敏
感に感じ取る。むらの強度および形状と人による感じ方
（感覚的評価）の関係について分析した研究がなされてい
る 1),2)。
　(2)高周波成分除去により背景輝度を推定するむら抽出法
　むら情報を含まない緩やかに変化する背景画像の輝度を
推定することができれば，これを基準値（2値化閾値）と
することにより，むらを抽出することができる 3)。このた

めにウェーブレットを用いて高周波ノイズを除去すること
により背景輝度を推定する研究が行われている 4)。また直
接実空間で輝度分布の形状を計測することにより急に変化
する高周波成分を除去する手法がある 5),6)。これらは，高周
波成分を含む小さなむらを抽出するためには有効な手法で
あるが，低周波成分からなる大きなむらの抽出には有効で
はない。
　(3)周囲の輝度から背景輝度を推定するむら抽出法
　むら周囲の輝度値を計測して，これから背景画像の輝度
を推定する手法がある。これにより緩やかに変化する背景
輝度分布に影響されることなく背景値を推定することがで
きる。計測した背景値とむら部分の輝度との差を取ること
によって，むらを抽出することができる。
　1例として注目点の周囲 8か所に 3×3画素のブロックを
設定し各ブロック内の画素値の平均値を取り背景輝度値と
する。背景輝度値と注目点画素値との差をとることにより
むらを抽出する手法が公表されている 7)。また，メディア
ンフィルタは特異な輝度値を除去する機能がある。この機
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　概要　本研究は，梨地テクスチャ画像の中にある局所的な濃淡むらの抽出を目的とした。むらの抽出を行う手法の 1つにむ
らが存在する背景の輝度値を求めて，この背景輝度値と注目点の輝度値との差を求めることによりむらを強調する手法があ
る。本研究ではこの手法を基本として「局所濃淡むら強調空間フィルタ」を提案した。この空間フィルタは，フィルタ外径よ
り小さなむらを強調する効果がある。また空間フィルタの外径（スケール）を変化させながら得た結果を統合することにより
種々の大きさのむらを同時に強調した画像を得ることを試みた。その結果，梨地テクスチャを抽出することなく種々の大きさ
のむらを良好に抽出することができた。

Abstract
In this article, an image processing method to extract thin surface stains on a satin finished surface is 

described. When the background of an image is noisy as with a satin finished surface, or has gradually 
changing light and dark distributions, it is difficult to accurately extract stains by applying binarization. 
One method to extract thin local stains is to subtract the value of pixels of interest from that of the back-
ground image to emphasize the contrast of stains. Based on this method, we present a “Local stain empha-
sizing spatial filter” to extract thin stains. The filter emphasizes stains smaller than the diameter of the 
filter. In order to emphasize stains of various sizes, the diameter of the filter (scale s) was changed and 
the image is refiltered. Then, images filtered at various scales are unified to extract stains of various sizes. 
The resulting image shows good extraction of stains of various sizes without extracting the satin finished 
surface texture.
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